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結核4件（199）、E型肝炎1件（6）、急性脳炎1件（25）の報告があった。
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ＲＳウイルス感染症
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２　全数報告対象疾患（6件）
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（オウム病を除く）
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★★：流行中　　★：やや流行中　　◎：増加　　○:やや増加　　→：変化なし　　↓：やや減少　　↓↓：減少
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※　（）内は2016年の累積件数。但し、累積件数は速報値であり、データが随時訂正されるため変化します。
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＜ＲＳウイルス感染症＞前週より増加し0.67となった。過去10年の同時期と比べると最多。
＜感染性胃腸炎＞前週より増加し4.94となった。過去10年の同時期と比べると最多。

定点当たり報告数　第42週のコメント

・第42週は、

千葉市感染症発生動向調査情報　

１　定点報告対象疾患（五類感染症）
2016年 第42週 (10/17-10/23) の発生は？

下段：定点当たりの患者数
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眼科
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報告のあった定点数

基幹定点

26

40週

上段：患者数

「定点当たりの患者数」とは
報告患者数/報告定点数。
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診断（検査）方法
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＜感染性胃腸炎＞
　全国レベルの第41週は過去9年の同時期と比べると最多となっています。都道府県別では、島根県、大分県、熊本県の
順に多く報告されています。千葉県は全国レベルと比べると少なめとなっています。千葉市の第42週は、前週より増加し
4.94となりました。過去10年の同時期と比べると最多のままとなっています。例年の発生動向によると、今後は増加してい
く傾向にあります。区別の発生状況は、緑区（10.3/定点）で最多となっており、同区の1歳で最も多く発生報告がありまし
た。今シーズンである2016年第36週から第42週までの累積報告数（n=529）によると、性別では男性が56.7％（300名）、女
性が43.3％（229名）で、年齢階級別では1歳（18.3％：97名）、4歳（13.0％：69名）、6～11か月（11.5％：61名）の順に多く
なっています。

　全国レベルの第41週は、過去9年の同時期と比べると最多となっています。都道府県別では、埼玉県、徳島県、新潟県
の順に多く報告されています。千葉県は全国レベルより少なめとなっています。千葉市の第42週は前週より増加し0.67と
なり、過去10年の同時期と比べると最多となっています。区別の発生状況は、稲毛区（1.33/定点）で最多となっており、同
区の6～11か月で最も多く発生報告がありました。今シーズンである2016年第36週から第42週までの累積報告数（n=112）
によると、性別では男性が53.6％（60名）、女性が46.4％（52名）で、年齢階級別では1歳（41.1％：46名）、6～11か月
（26.8％：30名）、0～5か月（21.4％：24名）の順に多くなっています。

■　トピック　■

＜ＲＳウイルス感染症＞


